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NYマーケットレポート（2015年 2月 26日) 

NY 市場では、序盤に発表された米失業保険申請件数が市場予想を上回ったことから、米労働市場に対する懸念がやや強まったものの、

同時に発表された米耐久財受注が市場予想を大きく上回り、昨年 7 月以来の高水準となったことが好感され、ドルが主要通貨に対して上

昇する動きとなった。また、米長期債利回りが上昇したことから、日米金利差拡大観測が意識され、ドル/円は一段の上昇となった。一方、ユ

ーロは、ユーロ圏の経済指標が予想を下回る結果が続いたことが影響して、上値の重い展開が続いた。また、米ダウ平均株価が軟調な動

きとなったこともあり、クロス円も上値の重い展開が続いた。 

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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NY 市場レポート 
 

欧州タイム 
 

21：15 

≪ 要人発言 ≫ 

ブラード・セントルイス連銀総裁 

 

・「FOMC声明から『辛抱強く』を3月に外すべきだ」 

・「米 FRB、利上げにはインフレが春にかけ上昇する兆候確認する必要」 

・「米インフレはかなり安定」 

・「利上げ開始に注目し過ぎ、利上げペースの方が重要」 

 

・「ドルの価値が成長を抑制することはないだろう」 

・「ECBの量的緩和でユーロは弱くなる公算が大きい」 

・「米失業率は、今年下期に5％を割り込むと予想」 

 

 

22：00 
ドル/円 118.90  ユーロ/円 134.56  ユーロ/ドル 1.1319 
 
22：00 
欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比  

英 FT100 6934.32 -1.06 ダウ INDEX 
FUTURE 18210 +16  

 

仏 CAC40 4888.01 +5.79 S&P500 
FUTURE 2113.00 +2.80  

 

独 DAX 11249.68 +39.41 NASDAQ 
FUTURE 4443.00 +6.25 

 

 
 (出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

 

22：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

新規失業保険申請件数 31.3万件（予想 29.0万件・前回 28.2万件） 

前回発表の28.3万件から 28.2万件に修正 

 

失業保険継続受給者数 240.1万人（予想 239.5万人・前回 242.2万人） 

前回発表の242.5万人から242.2万人に修正 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

経済指標データ 

≪新規失業保険申請件数・継続受給者数≫ 

       申請件数・・・前週比・・4週移動平均・・受給者数・・受給者比率 

15/02/21・・・313,000・・・ 31,000・・・294,500・・・・＊＊＊＊・・・＊＊＊ 

15/02/14・・・283,000・・・-22,000・・・283,000・・・・2,404,000・・・・1.8％ 

15/02/07・・・304,000・・・+25,000・・・289,750・・・・2,422,000・・・・1.8％ 

15/01/31・・・279,000・・・+12,000・・・293,000・・・・2,367,000・・・・1.8％ 

15/01/24・・・267,000・・・-42,000・・・299,250・・・・2,406,000・・・・1.8％ 

15/01/17・・・309,000・・・ -8,000・・・307,000・・・・2,394,000・・・・1.8％ 

15/01/10・・・317,000・・・+13,000・・・300,000・・・・2,463,000・・・・1.8％ 

15/01/03・・・304,000・・・ +6,000・・・293,000・・・・2,428,000・・・・1.8％ 

14/12/27・・・298,000・・・+17,000・・・290,750・・・・2,485,000・・・・1.9％ 

14/12/20・・・280,000・・・ -8,000・・・290,500・・・・2,352,000・・・・1.8％ 

14/12/13・・・289,000・・・ -6,000・・・298,750・・・・2,407,000・・・・1.8％ 

14/12/06・・・295,000・・・ -2,000・・・299,500・・・・2,378,000・・・・1.8％ 

受給者数は集計が1週間遅れる 
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22：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

1月米耐久財受注（前月比） 2.8％（予想 1.6%・前回 -3.7%） 

前回発表の-3.4％から-3.7％に修正 

 

1月米耐久財受注[除輸送用機器] 0.3％（予想 0.5%・前回 -0.9%） 

前回発表の-0.8％から-0.9％に修正 

 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

経済指標データ 

≪米耐久財受注≫ 

           1月・・12月・・11月・・10月・・9月・・8月 

耐久財新規受注・・・ 2.8・・ -3.7・・-2.2・・ 0.3・・-0.7・・-18.3 

輸送機器除く・・・・ 0.3・・ -0.9・・-1.3・・-1.2・・0.3・・   0.7  

国防関連除く・・・・ 3.0・・ -3.3・・-1.4・・-0.7・・-1.0・・-19.0 

資本財・・・・・・・ 8.0・・-10.5・・-2.7・・ 1.0・・-3.7・・-34.1  

輸送機器・・・・・・ 9.1・・-10.1・・-4.0・・ 3.5・・-3.1・・-42.4 

総受注残・・・・・・-0.2・・ -0.9・・ 0.2・・ 0.5・・ 0.4・・  0.6 

総在庫・・・・・・・ 0.4・・  0.5・・ 0.5・・ 0.5・・ 0.5・・  0.4  

総出荷・・・・・・・-1.1・・  1.5・・-0.7・・-0.1・・ 0.3・・ -1.5  
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22：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

1月米消費者物価指数（前月比） -0.7％（予想 -0.6%・前回 -0.3%） 

前回発表の-0.4％から-0.3％に修正 

 

1月米消費者物価指数[コア] 0.2％（予想 0.1%・前回 0.1%） 

前回発表の0.0％から0.1％に修正 

 

1月米消費者物価指数（前年比） -0.1％（予想 -0.1%・前回 0.8%） 

 

1月米消費者物価指数[コア] 1.6％（予想 1.6%・前回 1.6%） 

 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

指標結果データ 

≪消費者物価指数≫ 

            1月・・12月・・11月・・10月・・9月・・8月・・7月 

全品目・・・・・・・・・-0.7・・-0.3・・-0.3・・ 0.1・・ 0.1・・-0.2・・ 0.1 

除く食品・エネルギー・・ 0.2・・ 0.1・・ 0.1・・ 0.2・・ 0.1・・ 0.0・・ 0.1 

エネルギー・・・・・・・-9.7・・-4.7・・-4.1・・-1.2・・-0.7・・-2.6・・-0.3 

サービス・・・・・・・・ 0.2・・ 0.2・・ 0.2・・ 0.2・・ 0.2・・ 0.0・・ 0.1 

食品・飲料・・・・・・・-0.1・・ 0.2・・ 0.2・・ 0.2・・ 0.3・・ 0.3・・ 0.3 

居住費・・・・・・・・・ 0.1・・ 0.2・・ 0.1・・ 0.2・・ 0.2・・ 0.1・・ 0.2 
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23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

4Q米住宅価格指数（前期比） 1.4％（前回 0.9%） 

 

12月米住宅価格指数（前月比） 0.8％（予想 0.5%・前回 0.8%） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

1月メキシコ貿易収支 -32億4750万USD（予想 -31億5050万 USD・前回 2億5400万USD） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

23：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 
ダウ平均 18211.05 -13.52 
ナスダック 4970.02 +2.88 

 (出所：ＳＢＩＬＭ) 
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0：30 

≪ NY株式市場 序盤≫ 

 

序盤の株式市場は、ダウ平均が前日まで2営業日連続で過去最高値を更新したことで、高値を警戒する売りが出る

一方、米耐久財が予想を上回ったことを受けた買いも出ており、主要株価は序盤から売り買い交錯するもみ合いの

展開が続いている。 

 

 

1：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

2月カンザスシティ連銀製造業活動指数 1（予想 3・前回 3） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

1：05 

≪ 要人発言 ≫ 

ウィリアムズ・サンフランシスコ連銀総裁 

 

・「米経済、年内に完全雇用を達成する見込み」 

・「基調インフレの動向見極めること重要、コアインフレは比較的安定」 

・「労働市場力強さ増すに従い賃金上昇・インフレ率は来年末までに2％到達へ」 

 

・「完全雇用・インフレ2％達成前に緩和策の一部解除に着手すべき」 

・「米利上げは、指標が予想通りなら今年の夏か秋のいずれかの時点」 

・「米 FRBは、金利先行きに関する明確なフォワードガイダンスから脱却必要」 

 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

（1）米失業保険申請件数は、前週比+3.1万件の 31.3万件となり、市場予想の29.0万件を上回る結果となった。申

請件数の 4週移動平均は、前週比+1万 1500件の29万 4500件。また、集計が 1週遅れる失業保険継続受給者数は、

前週比-2.1万人の240.1万人。受給者総数の4週移動平均は、前週比+1750人の239.9万人となった。そして、受

給者比率は、前週から横ばいの 1.8％となった。 

 

 

（2）1月の米耐久財受注は、前月比+2.8％の2361億4700万ドルで、市場予想の+1.7％を上回る結果となった。民

間航空機の好調で輸送機器が大きく伸びたことが全体を押し上げる結果となり、輸送機器を除いた受注は+0.3％と

なった。 
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 ①輸送機器では、変動の激しい民間航空機が約 2.3倍と急増。一方で国防関連の航空機は-6.5％となり、主力の

自動車・同部品は-2.9％だった。  

 

 ②輸送機器以外の主な業種では、一般機械が+1.9％、電算機・電子製品は+1.0％。資本財は+8.0％、国防関連が

+5.2％、資本財から国防関連を除いた受注も+9.5％となった。 

 

 ③非国防資本財から航空機を除いたコア受注は+0.6％。耐久財全体の出荷高は-1.1％、受注残高は-0.2％、在庫

高は+0.4％となった。 

 

 

（3）1月の米消費者物価指数は、前月比-0.7％と3ヵ月連続マイナスとなり、2008年12月以来6年 1ヵ月ぶりの

大きな下落率となった。ガソリン価格が引き続き値下がりし物価の押し下げ要因となった。変動が激しいエネルギ

ーと食品を除いたコア指数は、前月比+0.2％と市場予想の0.1％を上回る結果となった。また、前年同月比では、総

合指数が-0.1％、コア指数は+1.6％となった。 

 

 ①品目別では、エネルギーが-9.7％、ガソリンが-18.7％と 2008年 12月以来の下落率となった。また、食品は横

ばいとなり、野菜・果物や乳製品が値下がりする一方、肉類が値上がりした。 

 

 ②影響は一時的で中期的には持ち直すとみられているものの、FRBは原油安やドル高による輸入物価の低下により

当面物価は低迷すると予想している。 

 

 

（4）FHFA（米連邦住宅金融局）が発表した 12月の住宅価格指数は、前月比+0.8％となり、市場予想の+0.5％を上

回る結果となった。地域別では、太平洋地域が前月比+1.7％（前月+1.0％）、山岳地域は+1.5％（1.0％）、ニュー

イングランド地域は+0.6％（-0.5％）、中部大西洋地域は+0.3％上昇（+0.7％）。 

 

 

欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6949.73 +14.35 
仏 CAC40 4910.62 +28.40 
独 DAX 11327.19 +116.92 

ストック欧州 600 指数 390.69 +3.93 
ユーロファースト 300 指数 1557.54 +15.74 
スペイン IBEX35 指数 11139.50 +90.00 

イタリア FTSE MIB 指数 22165.13 +227.89 
南ア アフリカ全株指数 53331.16 +113.41 

 (出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、欧州企業の業績改善への期待を背景に、主要株価は堅調な動きとなった。また、ドイツの経済指

標が堅調だったことも好感された。英FT100、独DAXは、ともに終値ベースの過去最高値を更新した。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

2：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 18207.77（-16.80）、 S&P500 2112.26（-1.60）、 ナスダック 4979.63（+12.50) 

 

 

≪ NY債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、1月の米消費者物価指数で、エネルギーと食品を除いたコア指数が市場の予想以上

に上昇したほか、1月の耐久財受注も予想を上回ったことで米 FRBが利上げ開始を遅らせるとの見方が後退し売りが

優勢となった。 

 

午前の利回りは30年債が 2.58％（前日2.57％）、10年債が 1.99％（1.97％）、7年債が 1.81％（1.78％）、5年

債が 1.51％（1.46％）、3年債が 1.01％（0.97％）、2年債が 0.64％（0.60％）。 

 

 

≪欧州のポイント≫  

 

①イタリアの5年債と 10年債の入札で、利回りが大幅に低下し過去最低を更新した。ECBによる国債買い入れ開始

を来週に控え、投資家の旺盛な入札意欲が反映された。入札による調達額は 87億 5000万ユーロ（100億ドル）で、

予定のレンジ上限だった。10年債の平均利回りは 1.36％と、1月の入札時の 1.62％から大幅に低下した。応札倍率

は約 1.53倍。前回入札は約 1.38倍だった。5年債の平均利回りは 0.56％。１月入札では0.89％だった。応札倍率

は 1.59倍で、1月の 1.4倍を上回った。 

 

② ギリシャの銀行筋は、ユーロ圏財務相が同国への金融支援の 4ヵ月間延長を認めて以降、ギリシャの銀行に8億

5000万ユーロ以上の預金が再び流入したと明らかにした。24日に約 7億ユーロ、25日は 1億5000万以上となった。

ユーロ圏財務相は、支援延長の条件となっていたギリシャの改革案を大筋で承認した。 

 

③ユーロ圏の家計・企業向け銀行融資は、1月に 前年同月を下回ったものの、減少ペースが鈍化した。融資は2012

年5月以降、前年割れが続いている。ECBが発表した 1月のマネーサプライ（通貨供給量）統計によれば、ユーロ圏

の民間向け銀行融資は前年同月比 で-0.1％。昨年12月は-0.5％だった。1月の拡大 M3（現金、要求払い預金、定

期貯蓄性預金、投資信託 の一部）は前年同月比で+4.1％、伸び率は前月の 3.8％を上回った。 拡大M3の 2014年

11月-2015年1月の 3ヵ月平均は+3.6％となった。 
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3：00 

≪米財務省 7年債入札≫  

 

最高落札利回り・・・・・1.834％（前回 1.590％） 

最低落札利回り・・・・・1.710％（前回 1.479％） 

最高利回り落札比率・・・54.12％（前回 50.39％） 

応札倍率・・・・・・・・ 2.37倍（前回 2.50倍） 

 

 

3：10 

≪ 要人発言 ≫ 

フィッシャー・ダラス連銀総裁 

 

・「強いドルは経済に中和的な影響与える」 

・「米経済は力強く成長、インフレはない」 

・「原油価格がU字型回復を遂げると予想」 

 

 

4：35 

NY金は、中心限月が前日比 8.60ドル高の 1オンス＝1210.10ドルで取引を終了した。 

 

 

5：15 

NY原油は、中心限月が前日比 2.82ドル安の1バレル＝48.17ドルで取引を終了した。 

 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1210.10 +8.60 

NY 原油 48.17 -2.82 
 (出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪ NY金市場 ≫ 

 

ＮＹ金は、中国で実需筋の買いが回復していることが、引き続き支援材料となり、買いが先行した。ただ、ドルが

主要通貨に対して上昇したため、ドルの代替資産とされる売りも出て、下げ幅を縮小する動きとなった。終値ベー

スでは、今月13日以来、約 2週間ぶりの高値水準となった。 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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≪ NY原油市場 ≫ 

 

ＮＹ原油は、米原油在庫が市場の予想以上に増え、供給過剰が続くとの懸念が再び高まった。また、ドルが主要通

貨に対して上昇し、ドル建て原油に割高感が出たことも圧迫要因となった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 18214.42 -10.15 18239.43 18157.07 

S&P500 種 2110.74 -3.12 2113.91 2103.76 

ナスダック 4987.89 +20.75 4989.11 4955.51 
 (出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、ダウ平均が前日まで2営業日連続で過去最高値を更新したことで、高値を警戒する売りが出る一方、

米耐久財が予想を上回ったことを受けた買いも出ており、主要株価は序盤から売り買い交錯するもみ合いの展開が

続いた。ダウやS&P500は軟調な展開が続いたものの、ナスダック小動き流れ堅調な動きとなった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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主要通貨 NY 終値 NY 高値 NY 安値 

USD/JPY 119.49  119.51  118.75  
EUR/JPY 133.76  134.60  133.55  
GBP/JPY 184.13  184.36  183.62  
AUD/JPY 93.15  93.79  92.97  
NZD/JPY 89.94  90.34  89.78  
EUR/USD 1.1196  1.1322  1.1840  
AUD/USD 0.7797  0.7896  0.7786  

 (出所：ＳＢＩＬＭ) 

≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、序盤に発表された米耐久財受注が予想を上回る結果となったことを受けて、ドルは大半の主要通

貨に対して上昇する動きとなった。ただ、株価が軟調な動きとなったことや、ユーロ圏の経済指標が市場予想を下

回ったことから、ユーロをはじめクロス円も上値の重い動きが続いた。 

 

 
 (出所：ブルームバーグ) 
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